
地域貢献

地域と共に御社の持続的な発展

人材育成

社員の視野拡大やモチベーションの向上

期待される効果

親睦融和
食や自然・農業体験を通じた社内の元気づくり
農村地域とのコミュニケーションづくり

新事業創出
自社技術を活用した農業の革新

応援したい地域との地域活性化に関する協働活動の実施

SDGsや地域への貢献による社員のモチベーション向上、活動のPRによる
企業イメージの向上

取組の例：「一社一村しずおか運動」：
企業と農村が協働活動に取り組むことで農山村地域の活性化を図る取組。

「しずおか農山村サポーター（むらサポ）」：
静岡県の農山村をみんなで守り、盛り上げるサポーターズクラブ。

「むらマッチ」：
農山村と企業等をマッチング・連携するためのプラットフォームを運営。

内容農村名企業名

地域農産物の販売、
地域のＰＲ

ふじのくに美しく品格
のある邑
（県全域）

日本生命保険
相互会社

静岡支社（静岡市）

地域資源活用型の
商品開発

ひずるしい鎮玉
（浜松市）

（株）大王製作所
（東京都）

損保会社発案、
自動車販売店舗でマル

シェ開催

ふじのくに美しく品格
のある邑
（県全域）

あいおいニッセイ
同和損害保険（株）

トヨタカローラ静岡（株）
（静岡市）

地区内景観整備活動
（草刈り）

はばたけ大川
（静岡市）

（株）アクタガワ
（静岡市）

遊休農地を活用した
酒米づくり

せんがまち棚田倶楽部
（菊川市）

鈴与（株）（静岡市）

遊休農地を活用した
そば作り、レモン収穫

フロンティア
清沢（静岡市）

靜甲（株）（静岡市）

協働活動の事例

一社一村しずおか運動

取り組み事例

出典：しずおか農山村サポーター、むらマッチ



〇 企業の特徴を生かした新事業創出として、食品関連産業・建設業・
福祉関連事業など様々な業種の企業が農業に参入しています。

〇 企業が農業に参入することで、企業経営では当たり前な効率的な
経営管理などが農業サイドで行われていくことが期待されています。

〇 企業が農業参入するためには、農地を借りて行う場合と、農地を
所有して行う場合（農地所有適格法人）があります。

【お問合せ・ご相談等】

関東農政局では、「農業・農村地域との関わり」や「農業参入」をお考えの
企業等の皆様を対象に相談対応窓口（ホームページ）を開設しました。
お気軽にご相談ください。

社員食堂のメニューに地元や応援したい地域の農産物の利用

新鮮な食材の利用による社員の健康増進、地産地消等の地域貢献、
サスティナブルな取組

取組企業の例：製作所（千葉県の特産品「あさり」と「春菊」を使用）、
電気会社（日本各地の地域産品、食材を使用）、
設計会社（地元厚木市の農産物を食材として使用）

社員研修の一環として農業体験を導入。地域の子供を対象に農
業体験活動の場を提供

企業の社会的責任(CSR)のみならず、社員の福利厚生、社内コミュニケー
ションの向上、リーダー等人材育成

取組企業の例：建設会社
（長野県栄村の特産品であるジュース用加工トマトの収穫）、
不動産会社
（東京都環境局が主催する東京グリーンシップ・アクションに参加）、
グループ会社（埼玉県横瀬町で稲の手植え体験）、
コンサル事業会社
（小学生を対象に環境保全教育を実施）

農業・食に関する取り組み
問い合わせ窓口

農業参入
問い合わせ窓口

新事業創出として農業に参入

関東農政局 農業参入


